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2月28日 月 8:00運営会議、14:00面接、14：30エリーネス会議、17：30経営改善会議

3月1日 火 9：00外来、14：00手術、20：00～22：00医師会

3月2日 水 松江

3月3日 木 9：00来客

3月4日 金 9：00外来、14：00手術

3月5日 土 9：45新須磨クリニックで健診業務

◆コロナ関係
神戸市内の多くの病院でクラスターが発生し、病棟
閉鎖や入院制限が行われ、前号で書いたように救急
患者の搬送ができず、医療ひっ迫の状態が続いて
います。当院も例にもれず、2月初めにひとつの病棟
でクラスターが発生したため、その病棟をロックダウン
していました。25日に最後の濃厚接触者の隔離も解
除されので、病棟のロックダウンを解除しました。
ほぼ満床であった病棟をゾーニングして、患者を移
動させ感染拡大の防止に努めました。その状況を医
療安全担当の岸部前放射線技師長が「放浪おじさ
んのひとり言」としてまとめています。コロナ病棟の苦
労が描かれています。このような職員がいてくれるこ
とを誇らしく思い年輪で紹介させていただきました。

ひとり言 一丸 2022.2.19

病棟のゾーン分けをする
レッドゾーン、グレーゾーン、グリーンゾーン
床にテープを張ってわかりやすくする

ゾーン分けが変更になる
ベッドの移動をする
部屋を消毒する
換気する
勤務シフトが変更になる
患者対応する時毎回ＰＰＥを変える
感染ボックスがすぐに一杯になる
一部署だけでは乗り越えられない

応援に駆け付ける
（みんなが手伝えることをする）
前線に加わる人、後方支援に回る人
配膳を手伝う人、透析患者を送り迎えする人
感染ボックスを組み立てる人、
ガウンを着やすく仕分けする人
フェイスシールドを組み立てる人、
いろんなものを運ぶ人
職種を超えて、一丸となって、
感染拡大に気をつけながら

ひとり言 復活 2022.2.26

消毒をする
みんなでする
職種の垣根をこえて！
臨工さん衛生士さんセラピストさん
看護師さん事務員さん介護士さん
ファーストリネンさんダスキンさん
（抜けていたらごめんなさい）

詰所のホワイトボードに消毒計画が
床・ベッドはプロにおまかせ
（ファーストさんダスキンさん頼りにしています）
いろんな所を消毒する
カーテンも取り換える
患者を移動する
床頭台や持ち物を運ぶ
感染にも注意をはらい
一部屋ずつ、確実に、進める

みんなの想いが集まる
安全安心に患者さんを迎え入れるために
患者さんのケアをしながら進める
今までセーブしていた患者ケア
これからは、しっかりできる
ひげを剃って、シャワーを浴びてすっきり、
さっぱり
快適な入院生活を取り戻す！！（ありがとう）

でも、急にはもとに戻れない（少し助走が必要）
もう少し、みんなの力を貸してください。

職員の意識が同じ方向を向く！！
（こうなると強い！！）
結束が強くなる、あと少し、光は見えている！！
油断せず、確実に、一歩ずつ。
（ほんとうにありがとう）


